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これらの研究をもとに、有孔虫の環境指標としての特徴から、人為的水域環境変遷史を詳細に検討した。その
結果、20世紀初頭には湾東部海域の広範囲に栄養塩が増加し、湾奥部では貧酸素水塊が発生するようになった
こと、この貧酸素水塊は高度経済成長期に急拡大し、淀川河口から南西約15㎞地点まで到達したことを明らか
にした。さらに、栄養塩類の排出規制が進んだ1980年以降は、Trochammina hadaiなどの富栄養環境を指示す
る種の個体数は急減するものの、Ammonia-Elphidium比などの生物指標に大きな変化は生じていないこと、栄
養塩類排出規制に伴って栄養塩バランスが変化したことを示した。 
 有孔虫が人為的富栄養化や貧酸素化の指標として有効であることを明らかにし、それをもとに人為的水域環
境変化を時空間的に解明した本研究は、第四紀環境地質学の発展に大いに寄与するものであり、博士（理学）
の学位を授与するに値するものと認める。 
